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研究成果の概要（和文）：地域医療マインド（地域医療へのやりがい・意欲）醸成のメカニズムと地域医療実習
長期効果の同定を目的に調査を行った。マインドの醸成には、将来への備え、コミュニティとの関係性、心理的
要因（地域医療へのポジティブな印象・地域医療実践の価値の認識）が関与していた。医学科生の意識は経年的
に低下するが、3年生の時点で変化しないことが示唆された。2年生までに地域医療の意義を学修するプログラム
を強化する必要がある。地域医療実習の地域医療実践に対する長期効果は同定できなかった。しかし、訪問診療
や老人福祉/保健施設の経験の長期効果が示唆された。これらの実習を取り入れ、適切な実習プログラムを構築
する必要がある。

研究成果の概要（英文）： This study aimed to explore the motivation mechanisms of medical students 
toward  the community health care (CH) and to clarify a long-term effect of a community-based 
clinical training (CBCT). These mechanisms consisted of the three factors: "preparing for the 
future", "community relationships", and "psychological effects",  evoking basic psychological needs 
and promoting internalization. The medical students' attitude toward the CH have declined over the 
years, then, in the third year, they would not have flexibility in their perception of the CH. 
Therefore, until the second grade, it is necessary to strengthen the program of the CH, especially 
learning the significance of it. The long-term effects of the CBCT on practicing the CH could not 
detected in this study. However, the long-term effects of the experiences of home medical care and 
long-term care facility on it might be suggested. The educators would need to develop a rational 
CBCT program involving these activities.

研究分野：　地域医療
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
超高齢社会で安心の暮らしを支えるためには、地域包括ケアシステムの充実が不可欠である。このためには、卒
前教育において、医学生の地域医療マインド（やり甲斐・意欲）の醸成を図り、地域医療を担う人材を効率よく
育成することが求められる。これを受けて、すべての大学で地域医療教育が提供されている。しかし、地域医療
マインドの醸成過程や地域医療教育、とくに地域医療実習の長期効果は明らかとなっていなかった。本研究で
は、これらの点を明らかにするとともに、効率的な地域医療教育の提案を行っている。このことから、本研究成
果は、学術的および社会的意義の高いと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年に向けて、地域包括ケアシステムの構築が国の重要な施
策となっている。このことから、地域包括ケアシステムを担うための地域医療人材の教育は重要
な課題である。地域医療および地域医療実習の医学教育モデル・コアカリキュラムへの記載、ま
た、地域医療研修の初期臨床研修での必修化など、各大学・研修病院にて地域医療教育の充実が
図られている。しかし、2025 年まで残り 10年であり、地域包括ケアシステムを担う人材、つま
り地域医療人材の育成は急務である。このため、より一層の地域医療教育の充実とともに、効率
的な教育が求められる。 
 地域医療再生基金等の財源を活用し、医学部・医科大学では地域枠による入学定数増等により、
人材育成の強化は行われている。地域医療教育には、地域医療マインド(地域医療実践のやりが
い・意欲)の醸成、地域医療システムの理解、基本的臨床能力が必須である 1）。この中でも、と
くに地域医療マインドの醸成は重要である。地域医療教育、とくに地域医療実習が地域医療マイ
ンドを高めることは報告されている 2-4）。また、へき地での経験は効果的であることが示されて
いる 2）。地域包括ケアシステムの担い手として期待される地域枠学生には重点的に地域医療教育
が必要である。 
 より良い地域包括ケアシステムを構築するために、それを担う医療人材に、より高い地域医療
マインドが求められる。それを効率的に醸成する教育プログラムを作成するためには、その形成
過程を知ることが重要と考える。地域枠学生の地域医療マインドの変化について、入学時は多く
の学生が地域医療に貢献したいと高いモチベーションを持つものの、3年生では、その意思を持
つ学生が減ることが指摘されている 5）。実習前に地域医療マインドが低い学生は、地域医療実習
による地域医療マインドの向上効果は高いものの、それ以外の学生に比べて、実習後の地域医療
志向は低いことも指摘されている 6）。臨床実習前に地域医療マインドが低下することは地域医療
教育において大きな課題である。地域医療マインドの醸成に、住民を巻き込んだ教育の重要性が
指摘され、すでにいくつかの大学で提供されている 7）。しかし、地域医療マインドの形成過程の
詳細はわかっていない。この過程が明らかとなれば、より高い地域医療マインドが醸成された医
療者を効率的に育成できる。これは、より質の高い地域包括ケアシステムの構築につながる。こ
れらのことから、地域医療マインドの形成に関連する要因を明らかにすることは意義が高い。 
 
２．研究の目的 
本研究では、地域包括ケアシステムの構築をより良いものするために、地域医療マインド（地域
医療実践のやりがい・意欲）の形成に関連する要因を明らかにする。 
(1)地域枠学生を含む医学生を対象に、1年生から 4年生まで、1年ごとに追跡調査を行い、地域
医療マインドの変化およびその変化に関連した要因を明らかにする。 
(2)卒前教育にて地域医療実習を体験した医師を対象に、学生時の地域医療実習の経験とその経
験内容による、地域医療の実践とへき地での勤務の長期的影響を明らかにする。 
(3)住民を巻き込んだ地域医療教育を経験した学生を対象に、その教育が地域医療マインドの醸
成にどのように関与するかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)臨床前の地域医療マインドの変化とその関連項目の解明 
研究デザイン：自己記入式質問紙調査。調査対象：医学部医学科 1年生〜4 年生（神戸大学医学
科学生）。調査時期：各学年で提供される地域医療教育プログラム（1 年：地域医療を考えるグ
ループワーク、2年：介護施設実習、3年：特別支援学校実習、4年：訪問診療実習）前後に質問
紙調査を実施。調査項目：個人属性（年齢、性別）、地域医療への思い、将来への思い。VAS（0-
100）で測定した。学生番号用いて各学年のデータを連結させた。解析：各項目の単純集計を行
った後、経年変化は前 VAS スコアの反復測定分散分析で評価した。有意水準は 5％。地域医療の
やりがいについては、各学年の関連は Pearson の相関係数で、教育の効果は前後 VAS スコア変化
量の平均と 95％信頼区間での評価を追加した。 
(2)地域医療マインドの長期的な影響の解明 
研究デザイン：自己記入式質問紙調査。調査対象：神戸大学医学部を 1998 年から 2004 年に卒業
し、卒業後 15 年を経過した医師。調査期間：2019 年 9 月から 11 月。調査項目：個人属性（年
齢、性別）、勤務場所・診療科、地域医療の実践、入学時の地域医療マインドとへき地医療志向、
学生時の地域医療実習の経験と経験内容、地域医療マインド、へき地医療志向。解析：各項目の
単純集計．地域医療の実践およびへき地での勤務と学生時の地域医療の経験および経験内容の
関連について、多変量ロジスティック回帰分析にて、オッズ比と 95％信頼区間を算出した。 
(3)地域医療マインド形成に係るインタビュー調査（構造化面接） 
研究デザイン：構造化面接調査（質的研究）。調査対象：地域活動を経験した地域枠学生 
調査項目：半構造化面接法による 1対 1のインタビューを行った。地域医療マインドの形成過程
とその形成に地域医療活動の影響について明らかにするために、インタビューフォーム；「地域
医療に関して、どのように考えていますか」「なぜそのように思ったのですか」「地域医療への思
いに対して、影響を受けたイベントは何ですか」「それらのイベント（在宅医療、介護施設、地
域住民を対象とした健康教室、へき地の経験の経験）は、あなたの地域医療への思いに対して、
どのように影響していますか」を準備した。インタビュー時間は約 60 分。インタビューは全て



ボイスレコーダーを用いて録音記録された。解析：インタビューレコードをトランススクリプト
に書き起こした。その後、ステップコーディ ングによる質的データ分析（SCAT)を用いて分析し
た。概念的枠組みとして自己決定理論(Self-determination theory)を採用した。 
 
４．研究成果 
(1)臨床前の地域医療マインドの変化とその関連項目の解明 
2014-2015 年の全入学者 229 名の内、221 名(96.5%)から 4年間継続的に回答が得られた。1年か
ら 4 年まで追跡できた医学科生の年齢（平均±SD、1 年時）は 19.2±1.7 歳で、男性 132 人
（60.3％）、女性 87 人（39.3％）。全ての学年で追跡できた学生の意識の経年変化（表 1）は、
「地域医療にやりがいを感じる」（やりがい）、「地域医医療を担う自信がある」、「へき地で働き
たい」は経年的に低下した（それぞれ p<0.001、p=0.006、p<0.001、反復測定分散分析）。一方、
「都市部で働きたい」は経年的に増加した（p=0.012、同）。「総合診療専門医になりたい」と「臓
器別専門医になりたい」には経年的な変化は同定できなかった。 
 

 
各学年の「やりがい」の関連について、Pearson の相関係数は 1-2 年:0.354, 1-3 年:0.295, 1-
4 年:0.249 と低値であった。しかし、2-3 年:0.485, 3-4 年:0.579 と、学年が上がるにつれ、翌
年の値との関連が強くなった。また、実習前後の VAS 変化量(95%CI)は 1年:0.71(0.43 to 0.98), 
2 年:0.06(-0.20 to 0.32), 3 年:-0.18(-0.45 to 0.09), 4 年:0.69(0.41 to 0.98)であり、1
年生のグループワークと、4年生の訪問診療実習は、地域医療に対するやりがいの醸成への寄与
がみられた。結論としては、医学科生の地域医療に対する意欲は経年的に低下する。また、入学
時の意欲は、その後の変化に関連がみられなかった。しかし、3年生頃には意欲が固定化する傾
向がみられた。1年生から 2年生での現行の教育は、地域医療に対する意欲醸成に対して十分と
は言えない。地域医療のやりがい醸成には、教育プログラムの改善が、とくに 1年生から 2年生
にかけての強力な介入が必要と考える。 
 
(2)地域医療マインドの長期的な影響の解明 
卒業医師 793 人のうち、468 人（59.0％）に質問票が送付された（191 人は名簿に住所未記載、
134 人は住所不明）。その内、197 人(42.1％)から回答があった。2 人は質問項目に回答がなく、
195 人(41.7%)を解析対象とした。解析対象者の平均(標準偏差,SD) 年齢は 43.8(3.5)歳で、76.4%
が男性。学生時の地域医療実習の経験は 48 人(24.6%)。平均実習期間(SD)は 26.3(27.3)日。調
査時点で、148 人 (76.3%)が地域医療を提供していた。また、12人(6.5%)がへき地で勤務してい
た。多重ロジスティクス回帰分析にて、現在の地域医療の実践(調整オッズ比 、1.00;0.43-2.30)
およびへき地での勤務(調整オッズ比, 0.59; 0.11-3.04)に対する学生時の地域医療実習の経験
による明らかな関連は同定されなかった。 
 

 
 
学生時に地域医療実習を経験した 48 人のうち、外来診療を 44 人（91.7％）、入院診療を 37 人
（77.1％）、訪問診療・往診を 19人（39.6％）、訪問看護 8人（16.7％）、デイサービス・デイケ
アを 9人（18.8％）、特別養護老人ホーム・老人保健施設を 10人（20.8％）、リハビリテーショ
ンを 16 人（33.3％）、健康診査・人間ドックを 9人（18.8％）、予防接種を 11 人（22.9％）、健



康教育・患者教育を 13人（27.1％）、出張診療を 10人（21.3％）が実習で経験していた。多重
ロジスティクス回帰分析にて、特別養護老人ホーム・老人保健施設(調整オッズ比 、2.73;0.32-
23.55)、訪問診療・往診(調整オッズ比 、1.57;0.42-5.84)、外来診療（調整オッズ比、1.28；
0.52-3.12）はオッズ比が高い傾向を示した。 
 

 
 
結論として、従来の地域医療実習では、地域医療を担う人材を効果的に育成するには不十分と考
えられる。実習で経験内容として、特別養護老人ホーム・老人保健施設、訪問診療・往診、外来
診療は、統計学的に有意ではないが、地域医療の実践との関連が示唆された。効果的な地域医療
実習を提供するために、実習の 内容と質の見直しが必要と考える。その上で、改めて、中長期
的な影響については引き続き評価する必要があると考える。 
 
(3)地域医療マインド形成に係るインタビュー調査（構造化面接） 
地域枠医学生 14 名(年齢 23.±0.83 歳、男性 5名女性 9名)に対して半構造化面接を行った。地
域医療へのやりがいおよび実践意欲の醸成に関連する要因として、3 つのテーマ：「将来への備
え」、「コミュニティとの関係性」、「心理的要因」が抽出された（表 4）。さらに、「将来への備え」
は、地域への共感と理解、地域医療に対する普遍的な需要の把握、地域で行われているヘルスケ
アの実際の理解、ロールモデルとの出会い、私生活とキャリアに関する葛藤の５つのサブテーマ
に分類された。コミュニティとの関係性は、「内部コミュニティ（学生が所属するコミュニティ）」
と「外部コミュニティ（住民などのコミュニティ）」の 2つに分類された。また、心理的要因は、
「感情ヒューリスティクス（地域医療のポジティブな印象」と「枠組み効果（地域医療実践の価
値の認識）」の２つに分類された。結論として、地域医療マインド醸成のメカニズムに関連する
要因が明館となった。地域医療マインドの醸成には、基本的な心理的ニーズを呼び起こすことと、
また、内在化している意識を促進させることが重要と考える。地域基盤型地域医療教育プログラ
ムに、ここで明らかとなった要因を組み入れて、より効果的に地域医療を担う人材の育成を推進
する必要がある。 
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